
視点１ 視点２ 視点３

　

○デジタル教科書の活用、学習の見通し・学習課
題への取組み・振り返りという一連の学習活動で
Chromebookを活用し、個別最適な学びを実現す
る。
○Chromebookと電子黒板、一人一台端末のアプリ
ケーションの活用を図り、自分の考えを発表した
り、複数の友達と自身の考えを並べ、話し合いな
がら比較・分類したりすることで、考えの共有化
を図り、個々の考えの深化を図るとともに、協働
的な学びの実現につなげる。
〇教室環境を工夫し、ユニバーサルデザインの充
実を図る。
○体験・協働学習を充実させ、学習成果の発表の
場を設けたり、知識や概念を活用して考えをまと
めたりさせ、説明、発表する力を高め、学び続け
る心身の構えを身に付けさせる。

いたばし学び支援プラン２０２５の実現
に向け学びのエリアで９年間のSTEAM教
育の充実を目指し、総合的な学習の時間
を中心とした、全教科の横断的な授業の
充実を図る。農業体験、職場体験、上級
学校訪問等を実施し、生徒自らが主体的
に取り組むことで望ましい勤労観、職業
観を培いキャリア教育の充実を図る。ま
た、iカリキュラムを活用し、学校の卒
業した後を見通し教育課程を編成してい
く。

小中一貫教育の充実に向けて、９年
間の連続性を意識し、学びのエリア
の目指す像や日常の課題などを共有
しすることで読み解く力の育成を図
るため以下のことを設定する。
〇各教科での目標の達成を目指す。
〇子供たちに教科書をしっかりと読
み取らせる。
〇言葉・用語の意味を理解している
かと疑問をもって授業をする。

○めあてを明示し、生徒が自身で問題を見
出し、基礎・基本的な事項を活用して課題
を解決する過程を踏まえさせ、学習活動の
振り返りの時間を十分に確保することで、
学び続ける心身の構えを身に付けさせる。

〇正しく読めているか、表現できている
かを適切に見取り、価値づける。
〇自分の考えを書く際も、主述関係や指
示語等を意識させる。

総合的な学習の時間を中心にアントレプ
ナーシップ教育の視点を視野に入れ、キャ
リア教育、体験活動の充実を図る。また、
自己理解を深め「生き方・在り方」を考え
ることを通して主体的に進路選択する能力
や態度を育てる。

■いたばし学び支援プラン２０２５の実現に向けた具体的な取組

小中一貫教育の推進
板橋のiカリキュラムの活用

カリキュラム・マネジメントの推進
ICT環境の適切な維持と活用

個別最適な学び・協働的な学びの実現

■学校経営方針より（学力向上に関わる内容から）

【基本方針】「凡事徹底」のもとに「学び続ける心身の構え」を身に付けさせる。
○各教科の基礎的・基本的事項の確実な定着を図るとともに思考力、判断力、表現力等を高める。
〇素直な姿勢・態度で、教師の指示や話を集中して聞くとともに友達のより良い姿からも学んでいく。
○主体的・自主的な活動を促し、自ら学ぶ意欲や思考力・判断力・表現力等を育成する指導を行う。
○課題解決学習と学習成果の発表の場を設け、知識や概念を活用して考えをまとめたり、説明、発表したりするなどの言語活動の充実を図る。
〇問題解決型、探究型の授業及び協働学習を取り入れ、自ら生徒が自ら考え、創る授業への改善を図る。
○Chromebookの更なる活用によりGIGAスクール構想を進めるとともに、週案の質を向上させ、ねらい・まとめ、振り返りを明確化する。
○総合的な学習の時間において、問題解決の過程及び問題解決能力、情報活用能力を学ばせる。

■授業革新推進に向けての具体的な方策

板橋区授業スタンダードの徹底 読み解く力の育成 総合的な学習の時間との連携

令和６年度「授業改善推進プラン」（全体計画）

■児童・生徒の学力の状況
■授業革新推進に向けた、指導上の課題
※「読み解く力」の育成を踏まえて

○授業中真面目に取り組み、質問紙より自己肯定感が高い生徒が多
いが、課題に粘り強く取り組む態度など学習への主体性に課題があ
ることがわかる。
○学年が上がるにつれて改善されてはいるが課題の提出期限を守れ
ない生徒が若干名いる。
○日常での見取りや各種調査等の結果から、生徒の学習状況におけ
る課題は、国語では「情報の扱い方、読むこと」、数学では「数学
的な思考・判断・表現」の標準的な力が十分でない者が多いことで
ある。
○生徒アンケートの結果から、家庭学習の習慣が身に付いていない
生徒が見られる。

○生徒の真面目に取り組む姿勢を生かした、生徒自身が主体的に学習
に取り組むための教材や指導方法に関するより一層の工夫が課題であ
る。
○Chromebookの活用等により課題提出を自ら行えるようになったが、
機会の増加と、教材の質の向上が課題である。
○生徒の「理解する力」を生かした授業中における「話す・聞く」場
面や数学的な「見方・考え方」を使う場面を増やし、標準的な力の習
得を図ることが課題である。
○Chromebookの活用や授業の学びを家庭で活用・探究させるなど、指
導計画の工夫改善による家庭学習の定着が課題である。
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